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 令和６年度予算編成方針について 

令和６年度の歳出削減について 

令和５年度においては、歳出削減のシーリングを設定せず

に、全ての事業をゼロベースで考えて歳出削減に取り組むとい

う方針内容で昨年のこの時期に予算編成方針が示されていた。 

しかし、令和６年度の予算編成においては、一般財源の配分

は政策的経費及び管理的経費の全てにおいて、財政課で調整し

た基準額を各部局に配分するとのことであり、この表現の違い

や令和５年度と令和６年度の取組の違いについて問う。 

 

 

令和６年度の事業の見直し・廃止について 

  令和５年度当初予算において、見直し、廃止した事業は 13

事業であり、金額ベースで約 4,000 万円であったとのことだ

が、令和６年度においては現段階でどれほどの事業の見直し、

廃止を考えているのか。 

 

 

北陸新幹線加賀温泉駅開業における二次交通について 

  これまで 23 年にわたり、観光客の市内観光周遊と地域住民

の交通機関として周遊バス「キャンバス」が運行されてきたが、

ここにきて諸事情により 12 月末でもって一部路線を運休し、

ことによれば、来年３月末いっぱいで全てのキャンバスを運行

停止にするという話を聞いている。 

そのような事態になれば、北陸新幹線加賀温泉駅が開業して

も、パンフレット等には記載されているが、実際は運行してい

ない事態になる。 

加賀市版ライドシェアや乗合タクシーの取組も重要である

が、現状の市内周遊バスの存続と北陸新幹線加賀温泉駅開業時

における観光客の二次交通の在り方をどのように考えている

のか。 

 

 

マラソン・トレイルレースについて 

加賀温泉郷マラソン廃止後の事業について 

  次年度廃止予定である加賀温泉郷マラソン事業に代わる市

民向けのスポーツイベントを企画しているのか。 
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加賀海岸シーサイドトレイルラン・ＯＳＪ山中温泉トレイルレー

スについて 

  現在市内では、２つのトレイルレースが開催されている。来

年第８回を迎える加賀海岸シーサイドトレイルランと、今年度

で７回目の開催となったＯＳＪ山中温泉トレイルレースであ

るが、両者とも市内の方を中心とした組織で運営しているた

め、市として支援すべきでないか。 

また、加賀海岸シーサイドトレイルランはもちろんである

が、ＯＳＪ山中温泉トレイルレースにおいては世界的なウルト

ラトレイルランであるＵＴＭＢの予選会を兼ねる大会を視野

に入れているとの情報もある。私は個人的にこのＵＴＭＢの大

ファンであるが、当市でこの予選的な大会に支援するのは反対

である。莫大な費用と、ボランティアも含めとてつもない人的

協力が必要になる。両トレイルレースに支援は必要であるが、

ＯＳＪ山中温泉トレイルレースへの支援は慎重にすべきであ

ると考えるが、所見を問う。 

 

 

野生動物の駆除・捕獲について 

イノシシ・熊・アライグマ・ハクビシン等の被害について 

  野生動物による農業、林業等の被害状況を問う。 

 

 

野生動物の駆除・捕獲対策強化について 

  里山の管理等も重要であるが、野生動物の駆除、捕獲体制を

見直し、強化すべきと考える。具体的には、狩猟免許取得や罠

を使える方の育成である。ハクビシン等を捕獲するおりは市職

員が持って行き、設置していると聞くが、市職員の負担が増え

るばかりのため、外部委託して駆除、捕獲体制を整えるべきで

あると考えるが、所見を問う。 

 

 

入札・契約に係る不正行為等の防止について 

入札の不正行為防止対策について 

当市においてはこれまでも厳正に行ってきているが、今後、 

入札の最低制限価格のいわゆる変動制を導入するとのことで

あるが、具体的にはどのような方法になるのか。 
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公共施設の指定管理やプロポーザル方式の不正行為防止対策に

ついて 

  入札、契約に限らず、公共施設の指定管理者や提案型の事業

者の選定時に実施しているプロポーザル方式においても一部

の事業者が情報等を把握することなどないよう対策が必要と

考えるが、所見を問う。 

 

 

 

 


